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1.実施目的実施目的実施目的実施目的

・嵐山という歴史と伝統の土地での土地での土地での土地で
「人々の笑顔がほぐれる」「人々の笑顔がほぐれる」「人々の笑顔がほぐれる」「人々の笑顔がほぐれる」ことをテーマにことをテーマにことをテーマにことをテーマに
訪れる多くの観光客に対して芸術を気軽に触れる訪れる多くの観光客に対して芸術を気軽に触れる訪れる多くの観光客に対して芸術を気軽に触れる訪れる多くの観光客に対して芸術を気軽に触れる
機会を作り、芸大生と地域とのコラボレーションに機会を作り、芸大生と地域とのコラボレーションに機会を作り、芸大生と地域とのコラボレーションに機会を作り、芸大生と地域とのコラボレーションに
よるよるよるよる新しい嵐山の楽しみ方新しい嵐山の楽しみ方新しい嵐山の楽しみ方新しい嵐山の楽しみ方を提案し、実施をする。を提案し、実施をする。を提案し、実施をする。を提案し、実施をする。

２２２２.事業概要事業概要事業概要事業概要

実施日：8月1日 10日

開催場所：嵐電嵐山駅、昇龍苑、中之島、レストラン嵐山

対象者：国内外の観光客、近隣住民、アーティストなど

連携団体：京福電鉄㈱、嵯峨嵐山おもてなしビジョン推進委員会、

嵐山保勝会、京都府京都土木事務所(中之島公園管理者)

嵐山保勝会嵐山保勝会嵐山保勝会嵐山保勝会

京福電鉄㈱京福電鉄㈱京福電鉄㈱京福電鉄㈱

京都嵯峨芸術大学京都嵯峨芸術大学京都嵯峨芸術大学京都嵯峨芸術大学
嵯峨嵐山おもてなしビ嵯峨嵐山おもてなしビ嵯峨嵐山おもてなしビ嵯峨嵐山おもてなしビ
ジョン推進委員会ジョン推進委員会ジョン推進委員会ジョン推進委員会

昇龍苑昇龍苑昇龍苑昇龍苑

レストラン嵐山レストラン嵐山レストラン嵐山レストラン嵐山

京都府京都土木事務所京都府京都土木事務所京都府京都土木事務所京都府京都土木事務所
(中之島公園管理者中之島公園管理者中之島公園管理者中之島公園管理者)

●地域連携体制



嵐電、ジャックしてみた。嵐電、ジャックしてみた。嵐電、ジャックしてみた。嵐電、ジャックしてみた。
昇龍苑アートイベント昇龍苑アートイベント昇龍苑アートイベント昇龍苑アートイベント
大型商業施設にアートを大型商業施設にアートを大型商業施設にアートを大型商業施設にアートを!

嵐山がちゃ、つくってみた。嵐山がちゃ、つくってみた。嵐山がちゃ、つくってみた。嵐山がちゃ、つくってみた。
嵐山キャラクターの初めての商品企画嵐山キャラクターの初めての商品企画嵐山キャラクターの初めての商品企画嵐山キャラクターの初めての商品企画!

トイレ、ジャックしてみた。トイレ、ジャックしてみた。トイレ、ジャックしてみた。トイレ、ジャックしてみた。
観光地のトイレを魅力的に観光地のトイレを魅力的に観光地のトイレを魅力的に観光地のトイレを魅力的に!

嵐山駅構内にて
染色作品展示。

嵐電車内にコミック
アート作品展示。



・ライブアートイベント

9

・クロッキーイベント

嵐山がちゃ、つくってみた

嵐山限定 月橋渡くんフィギアストラップ
 フィギアになってすいません 

嵐山へ訪れた思い出のアート作品として気軽に・持って帰りやすく・保存しやすい、
地域の魅力を伝えるお土産品を企画、提案、商品化する。

気軽に持って帰りやすい品物 ガチャポンのキーホルダー

地域の魅力 嵐山のゆるキャラ月橋渡くん

嵐山ならではのもの



実際の展示中の様子

  嵐電嵐山駅インフォメーションセンターにて展示

  嵐電嵐山駅インフォメーションセンターにて展示

実際の展示中の様子

阪急嵐山駅

嵐電嵐山駅嵐電嵐山駅嵐電嵐山駅嵐電嵐山駅
テーマ「ぱんだ」テーマ「ぱんだ」テーマ「ぱんだ」テーマ「ぱんだ」

レストラン嵐山レストラン嵐山レストラン嵐山レストラン嵐山
テーマ「兎」テーマ「兎」テーマ「兎」テーマ「兎」

昇龍苑昇龍苑昇龍苑昇龍苑
テーマ『龍』テーマ『龍』テーマ『龍』テーマ『龍』

中之島公衆トイレ中之島公衆トイレ中之島公衆トイレ中之島公衆トイレ
テーマ『猿』テーマ『猿』テーマ『猿』テーマ『猿』 中之島公衆トイレ中之島公衆トイレ中之島公衆トイレ中之島公衆トイレ

テーマ『狐』テーマ『狐』テーマ『狐』テーマ『狐』

桂川

猿がトイレを乗っ取った！

モンキー一家の大騒動！
トリックアート、なぞなぞ

ようこそ不思議な世界へ

ーぱんだ来日ー
（嵐山の）笹食べに来 ま し た

夏祭り-うさぎたちと夏を祝おう-

想いよ、空へ

星に願いを



動物のテーマに嵐山近辺

のトイレを装飾

4.全体総括

1）約30万人に気軽にアートと触れる機会を提供できた。

2）地域の特性を生かしたイベントを企画できた。

3）芸大生らしいイベントを多数企画することができた。

4）地域社会との連携による様々な学びが得られた


